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■はじめに

自動圧力制御弁「オートキャッチ」は、配水管路の圧力を設定し

た値に自動で制御するバルブです。管内の水圧を動力として開閉作

動を行うため、動力電源は不要です。

用途に応じて、標準型（二次圧一定制御型）、水位調整型をはじ

め、二段減圧型、一次圧定圧制御型をご用意しました。

駆動方式にダイヤフラムを採用したこのバルブは、構造がシンプ

ルでメンテナンスが容易です。また、スリーブに独自のⅤポートを採

用することで、スムーズな制御が可能となり、管路に悪影響を与

えるハンチングやウォータハンマーの防止が可能となりました。

「オートキャッチ」は、制御性、応答性に優れ、広範囲の圧力変化

に追従することができるマエザワの自動圧力制御弁です。

■特長
（各機種共通）

弁箱，弁体，ふた FCD450-10

スリーブ CAC406

弁箱弁座 SUS304

ダイヤフラム EPDM＋ナイロン

水位検出パイロット SUS304
(水位調整型)

■主要部材質
（各機種共通）

流体の圧力

だけで作動し、

動力電源は不要

バルブの駆動力は管内の水圧

を利用しておりますので、電

気、油圧、空気圧などの動力

源は不要です。

ハンチング、

ウォータハンマーの

発生防止

スリーブに、マエザワ独自の

Ｖポートを採用することで、ス

ムーズな制御とハンチングや

ウォーターハンマーの防止が

可能となりました。

シンプルな構造で

メンテナンスが

容易

ダイヤフラム駆動方式のため

構造がシンプルで部品数が少

なく、分解点検が容易に行えま

す。

キャビテーション

の影響を

受けにくい構造

ステンレス製弁座を採用し、減

圧空間(スリーブ内部)に障害

物がないためキャビテーション

の影響を受けにくい構造です。

粉体塗装により

赤水対策は万全

バルブ内面接水部にエポキシ

樹脂粉体塗装を施し、赤   の

発生を防止します。

手動操作で任意

の弁開度に

保持が可能

ボールバルブを操作すること

で、任意の弁開度に保持する

ことが可能です。

安定した

中間開度保持

（水位調整型）

ねじ機構を採用した独自の水

位検出パイロットにより、水位

変動に応じて適切な弁開度を

保持します。

（防波設備は不要です。）
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